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トップの知らせを受け、佐々木会長と万歳で当選を喜ぶ。

議
会
広
報
副
委
員
長
に
就
任 

議
運

総
務
文
教
常
委
に
所
属 

改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
議
会

議
会
は
、
５
月
11
日
招
集
さ
れ

１
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
臨
時
議
会
で
は
、
正
副
議

長
や
各
常
任
委
員
会
体
制
な
ど

の
議
会
人
事
を
決
め
ま
し
た
。

議
長
に
は
岡
田
久
俊
さ
ん
、
副

議
長
に
は
山
居
忠
彰
さ
ん
が
、
全

会
一
致
で
選
出
し
、
各
常
任
委
員

会
体
制
で
北
口
ゆ
う
こ
う
さ
ん

は
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
副

委
員
長
に
就
任
、
各
委
員
会
で
は

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
、
議

事
運
営
委
員
会
委
員
と
な
り
ま

し
た
。 

会
派
に
つ
い
て
は
、
池
田
亨
さ

ん
、
柿
崎
由
美
子
さ
ん
と
３
名
で

「
市
民
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
、
会
派

内
で
は
「
政
策
審
議
会
長
」
を
担

い
、「
市
民
ク
ラ
ブ
」
の
政
策
全

般
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
政

策
通
と
し
て
の
北
口
さ
ん
の
手

腕
が
発
揮
さ
れ
そ
う
で
す
。 

                              

     

朝
日
町
と
合
併
し
、初
の
市
議

選
と
な
っ
た
士
別
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
４
月
９
日
告
示
16
日

投
票
で
行
わ
れ
、
北
口
ゆ
う
こ

う
さ
ん
は
１
３
６
５
票
を
獲
得
、

見
事
初
陣
を
ト
ッ
プ
当
選
で
飾

り
ま
し
た
。 

北
口
さ
ん
は
、
３
月
10
日
に

31
年
間
勤
め
た
市
役
所
を
退
職
。

退
職
以
降
精
力
的
に
自
治
会
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
対
し
、「
や
さ

し
く
、
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て

元
気
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、「
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人

が
報
わ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を

訴
え
続
け
ま
し
た
。 

下
車
し
支
持
訴
え 

ま
た
、
選
挙
戦
の
本
番
で
は
、

本
隊
車
か
ら
の
訴
え
に
対
し
遠

く
で
手
を
振
る
支
持
者
に
車
か

ら
降
り
、
一
人
ひ
と
り
と
握
手

を
す
る
な
ど
、
北
口
さ
ん
の
行

動
力
に
は
支
持
者
の
皆
さ
ん
か

ら
も
今
後
の
議
会
活
動
に
対
す

る
期
待
の
大
き
さ
が
伺
え
ま
す
。 

開
票
の
度
に
歓
声 

16
日
の
開
票
で
は
、
多
く
の

支
持
者
が
事
務
所
に
詰
め
か
け
、

開
票
の
時
間
を
い
ま
か
今
か
と

待
ち
続
け
ま
し
た
。 

開
票
の
第
一
報
は
、
午
後
10

時
に
入
っ
た
も
の
の
全
員
１
０

０
票
で
横
並
び
。
以
降
15
分
ご

と
の
開
票
で
は
、
他
の
候
補
を

寄
せ
付
け
ず
、
午
後
11
時
15
分

の
発
表
で
１
３
６
５
票
の
ト
ッ

プ
当
選
が
確
定
、
駆
け
つ
け
た

支
持
者
か
ら
は
大
声
援
と
歓
声

が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
事
務
所
で
は
連
合

議
員
推
薦
候
補
者
全
員
の
結
果

が
判
明
す
る
ま
で
万
歳
は
せ
ず

じ
っ
と
そ
の
行
方
を
見
守
り
、

午
前
０
時
を
廻
る
頃
に
佐
々
木

武
後
援
会
長
の
音
頭
の
万
歳
で
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

1，365票でトップ当選 
若さと行動力に、市民の期待高く 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発 行 責 任 

北口ゆうこう後援会

会長：佐々木 武
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写
真
で
見
る
戦
い
の
足
跡

選
挙
戦
を
振
り
返
っ
て
・ 

川
西
地
区
お
茶
の
間
懇
談
会
で
、
参

加
者
と
握
手
。（
４
月
３
日
） 

創成会館での事務所開き（3月25日）

生
ま
れ
故
郷
の
大
成
英
郷
地
区
で

の
お
茶
の
間
懇
談
会
。（
４
月
７
日
）

最
終
日
、
大
和
か
ら
出
発
。
多
く
の

見
送
り
受
け
る
。（
４
月
15
日
） 

創
成
地
区
お
茶
の
間
懇
談
会 

（
４
月
６
日
） 

出
陣
式
で
必
勝
を
祈
願
し
、
ダ
ル
マ

に
目
を
入
れ
る
。（
４
月
９
日
） 

支
持
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
、
創
成

地
区
個
人
演
説
会
。（
４
月
12
日
）

第一声で支持を訴える北口ゆうこう候補。（4月９日） 

佐
々
木
代
議
士
も
駆
け
つ
け
た
、

打
上
大
演
説
会
（
４
月
15
日
） 
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市
立
病
院

障
害
者
自
立

支
援
法
で
市
の
対
応
追
求

 

６
月
13
日
に
招
集
さ
れ
た
平

成
18
日
第
２
回
定
例
会
で
は
、

北
口
さ
ん
な
ど
新
人
議
員
６
人

を
含
む
13
人
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。 

議
事
運
営
委
員
会
の
抽
選
で

決
定
し
た
順
番
に
基
づ
き
、
一

般
質
問
初
日
の
20
日
の
４
番
目

に
登
壇
し
た
北
口
ゆ
う
こ
う
さ

ん
は
、
医
師
不
足
で
赤
字
続
く

「
市
立
病
院
の
問
題
」
と
こ
の

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
追
求
し
ま
し
た
。 

質
問
の
内
容
と
回
答
に
つ
い

て
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

市
立
病
院
経
営
悪
化

の
原
因
と
対
策
は 

問 

市
立
病
院
の
経
営
悪
化
は

医
師
不
足
が
原
因
と
思
う
が
、

今
後
の
見
込
み
と
対
応
策
は
。 

答 

17
年
度
決
算
は
、
産
婦
人

科
の
分
娩
中
止
や
内
科
医
の

出
張
医
化
に
よ
り
患
者
数
が

大
き
く
減
少
し
、
２
億
７
千

万
円
の
不
良
債
務
が
発
生
し

た
。
今
年
度
も
内
科
が
午
前

中
診
療
と
な
り
患
者
が
減
る

も
の
と
想
定
し
て
お
り
、
収

益
は
減
収
す
る
と
推
測
し
て

い
る
。
不
良
債
務
の
解
消
策

は
、
病
院
の
現
状
を
全
職
員

に
周
知
し
、
職
員
挙
げ
て
不

良
債
務
解
消
に
努
め
る
。 

研
修
医
制
度
と
奨
学

金
の
創
設
で
、
魅
力
あ

る
病
院
づ
く
り
を 

問 

医
学
生
へ
の
奨
学
金
貸
付

制
度
を
独
自
に
創
設
し
て
は
。 

答 

旭
川
医
科
大
学
で
は
、
地

域
医
療
を
担
う
医
師
を
養
成

す
る
た
め
、道
北
及
び
道
東
地

域
出
身
者
を
対
象
と
し
た
地

域
枠
を
創
設
し
、市
町
村
も
資

金
協
力
し
て
在
学
中
に
修
学

資
金
を
貸
与
し
、卒
業
後
は
一

定
期
間
大
学
が
継
続
的
・
全
面

的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
、

出
身
地
域
の
病
院
に
勤
務
す

る
方
法
を
検
討
し
て
お
り
、当

面
は
こ
の
制
度
を
検
討
し
た

い
。 

問 

臨
床
研
修
指
定
病
院
の
指

定
を
受
け
、
魅
力
あ
る
病
院

づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。 

答 

臨
床
研
修
指
定
病
院
の
指

定
を
受
け
る
に
は
当
院
で
も

容
易
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
、

名
寄
や
芦
別
で
も
各
４
名
の

し
か
し
、
研
修
医
を
受
け
入

れ
る
と
、
指
導
す
る
医
師
や

医
療
技
術
者
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
状
を
考
え

た
時
困
難
な
面
が
多
い
。
将

来
に
お
い
て
は
研
修
指
定
病

院
と
し
て
指
定
を
受
け
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。 

せ
め
て
検
診
は
地
元

で 

問 

地
元
で
分
娩
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
せ
め
て

定
期
検
診
は
地
元
で
。 

答 

現
在
、
１
人
の
産
婦
人
科

医
が
い
る
の
で
、
妊
娠
32
週

で
本
人
の
希
望
に
添
い
紹
介

状
と
情
報
提
供
書
を
提
供
し
、

万
全
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。 

安
心
で
き
る
障
害
者

自
立
支
援
法
を 

問 

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、

障
が
い
者
に
対
す
る
具
体
的

相
違
点
と
影
響
は
。 

答 

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の

格
差
が
解
消
さ
れ
、
障
が
い

者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
が
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
食

費
な
ど
の
実
費
負
担
や
利
用

量
に
応
じ
た
負
担
が
増
え
た

こ
と
だ
。 

問 

新
た
に
行
う
地
域
生
活
支

援
事
業
の
具
体
的
内
容
は
。 

答 

今
年
10
月
か
ら
、
あ
さ
ひ

地
域
共
同
作
業
所
を
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し

て
運
営
を
予
定
し
て
お
り
、

士
別
愛
成
会
か
ら
も
同
セ
ン

タ
ー
設
置
の
要
望
が
出
さ
れ

て
お
り
、
今
後
協
議
し
た
い
。 

問 

新
た
に
原
則
１
割
の
負
担

が
求
め
ら
れ
た
。
減
免
制
度

を
活
用
し
て
利
用
者
負
担
の

軽
減
を
。 

答 

各
種
負
担
軽
減
制
度
に
つ

い
て
は
、
該
当
者
に
対
し
サ

ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
時
に
説

明
す
る
。 

問 

地
域
活
動
支
援
事
業
に
係

る
負
担
は
引
き
続
き
無
料
を
。 

答 

現
在
、
地
域
共
同
作
業
所

や
小
規
模
通
所
授
産
施
設
な

ど
は
無
料
で
利
用
で
き
る
が
、

今
後
は
適
切
な
利
用
者
負
担

と
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。 

問 

障
が
い
者
福
祉
計
画
の
策

定
時
期
や
策
定
メ
ン
バ
ー
は
。

全
庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
て
は
。 

答 

士
別
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
で
多
く
の
障
が
い

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

18
年
度
中
に
策
定
し
た
い
。 

問 

障
が
い
者
が
自
立
す
る
た

め
に
、
行
政
が
自
ら
雇
用
し
、

事
業
主
に
雇
用
の
斡
旋
や
情

報
を
提
供
し
、
継
続
し
た
雇

用
で
自
立
で
き
る
体
制
を
。 

答 

現
在
、
市
内
の
事
業
所
で

数
名
の
障
が
い
者
が
就
労
し

て
い
る
。
継
続
し
て
雇
用
し

た
場
合
、
国
の
助
成
制
度
が

あ
り
、
こ
の
制
度
を
事
業
主

に
周
知
し
、
就
労
の
場
の
確

保
に
努
め
た
い
。 
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写真②、天塩岳登山安全祈願祭

「
い
っ
ぱ
ち
会
」
事
務
局
長
に
就
任 

新
人
議
員
６
名
で
勉
強
会
設
立 

今
回
の
選
挙
で
注
目
さ
れ
た

の
が
新
人
議
員
６
名
の
大
量
当

選
。
定
数
22
名
の
う
ち
の
６
名

な
の
で
、
実
に
３
分
の
１
に
も
迫

る
人
数
な
の
で
す
。 

北
口
さ
ん
は
、
選
挙
前
か
ら
新

人
議
員
の
会
の
構
想
を
練
っ
て

い
た
よ
う
で
、
当
選
後
す
ぐ
に
み

ん
な
に
呼
び
か
け
、
５
月
16
日

設
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

結
成
さ
れ
た
会
の
名
称
は
平

成
18
年
に
初
当
選
し
た
た
め
、

「
い
っ
ぱ
ち
会
」
と
命
名
。
北
口

さ
ん
は
、
事
務
局
長
に
就
任
し
、

会
の
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

会
で
は
、
今
後
定
例
議
会
前
に

勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
お
り
、
８
月
に
は
議
会
改

革
で
の
先
進
地
で
あ
る
、
栗
山
町

議
会
を
視
察
予
定
で
す
。
な
お
、

会
長
に
は
平
野
洋
一
さ
ん
を
選

出
。
以
下
の
メ
ン
バ
ー
は
伊
藤
隆

雄
さ
ん
、
丹
政
臣
さ
ん
、
足
利
光

治
さ
ん
、
井
上
久
嗣
さ
ん
で
す
。

  
４
月 

17
日
当
選
証
書
交
付
、

20
日
連
合
議
員
団
会
議
、
21
日

士
別
歩
こ
う
会
役
員
会
、
22
日

森
家
葬
儀
、
23
日
北
海
道
ケ
ナ

フ
の
会
総
会
、
士
別
山
岳
会
総

会
、
24
日
市
役
所
Ｏ
Ｂ
会
総
会
、

25
日
桑
野
家
葬
儀
、
26
日
朝
日

地
区
メ
ー
デ
ー
、
27
日
自
治
労

上
川
地
方
本
部
単
組
代
表
者
会

議
（
旭
川
）、
28
日
徳
増
家
葬
儀
、

士
別
地
区
メ
ー
デ
ー 

５
月 

１
日
士
別
防
災
セ
ン

タ
ー
開
所
式
、
２
日
創
成
自
治

会
三
役
会
議
、
８
日
会
派
勉
強

会
、
９
日
士
別
観
光
協
会
総
会
、

11
日
臨
時
議
会
（
議
会
人
事
）、

12
日
岩
田
家
葬
儀
、
13
日
民
主

党
士
別
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
臨
時
大

会
、
14
日
士
別
歩
こ
う
会
総
会

＆
健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
15
日
サ
フ

ォ
ー
ク
研
究
会
総
会
、
16
日
九

十
九
大
学
入
学
式
、
新
人
議
員

の
会
「
い
っ
ぱ
ち
会
」
設
立
、
18

日
創
成
自
治
会
役
員
会
、
19
日

北
口
ゆ
う
こ
う
後
援
会
役
員
会

＝
写
真
①
、
21
日
佐
藤
家
葬
儀
、

士
別
高
校
同
窓
会
、
26
日
北
海

道
分
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
旭
川
）
、

27
日
三
橋
家
葬
儀
、
市
職
労
緑

と
親
し
む
家
族
の
集
い
、
士
別

レ
ス
リ
ン
グ
協
会
総
会
、
28
日

奥
山
家
葬
儀
、
30
日
士
別
水
泳

少
年
団
総
会
、
31
日
皆
川
家
葬

儀
、
病
院
問
題
勉
強
会
、 

６
月 

１
日
札
幌
挨
拶
、２
日

い
っ
ぱ
ち
会
勉
強
会
、
３
日
天

塩
岳
登
山
＆
安
全
祈
願
祭
＝
写

真
②
、
６
日
生
命
と
暮
ら
し
を

守
る
市
民
会
議
、
９
日
議
会
運

営
委
員
会
、
11
日
自
治
会
花
壇

整
備
、
士
別
歩
こ
う
会
例
会
、

中
村
徹
雄
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会
、

12
日
会
派
勉
強
会
、
13
日
第
２

回
定
例
議
会
開
会
、
議
会
運
営

委
員
会
、
18
日
天
塩
岳
市
民
登

山
会
、
19
日
議
会
運
営
委
員
会
、

幅
崎
秀
雄
さ
ん
を
送
る
会
、
20

日
初
の
一
般
質
問
＝
写
真
③
、 

          

23
日
第
２
回
定
例
会
閉
会
、
創

成
自
治
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
、

27
日
天
塩
川
塾
、
29
日
宍
戸
家

葬
儀
、
30
日
栗
本
家
葬
儀
、 

７
月 

１
日
士
別
市
開
拓
記

念
式
典
、
国
体
予
選
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
、
２
日
滝
川
さ
ん
を
送

る
会
、
３
日
広
報
特
別
委
員
会
、

４
日
士
別
市
体
育
協
会
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
、
６
日
庄
司
家
葬
儀
、

佐
々
木
隆
博
創
成
地
区
後
援
会

役
員
会
、
８
日
創
成
自
治
会
花

壇
整
備
、
９
日
士
別
歩
こ
う
会

例
会
、
15
日
士
別
神
社
祭
駐
興

所
お
迎
え
、
16
日
士
別
東
高
校

学
校
祭
、
17
日
村
瀬
家
葬
儀
、 
ゆ
う
こ
う
活
動
日
誌 

【ひとりごと】 

◆当選させていただき、早３ヶ月

が経過した。初めての議会やいろ

いろな行事に参加し、いままでの

生活が一新した戸惑いもあるが、

一方で、多くの人々との新たな出

会いがあり、感動も多い。◆自分

でも信じられない、あれだけ多く

の得票を獲得させてもらい、期待

の大きさに押しつぶされそうに

なるが、自分を奮い立たせ頑張ろ

うと決意を新たにする。しかし、

肩肘を張るのはやめ、自分流でい

こうと思う。◆議員になって変わ

ったことと言ったら、軽トラを購

入したことだ。私の愛車、通称「サ

ンバー君」である。もし、マチで

軽トラを見かけたら声をかけて

欲しい。そして、今日もサンバー

君で頑張ろう。（ゆうこう） 

写真③、初の一般質問に登壇

写真①、後援会役員会


